
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 南越谷駅・新越谷駅周辺地域にぎわい創出懇談会 視察先概要 

総合体育館 

越谷市立総合体育館は、関東地方において第１級の規模を誇ります。 

メインアリーナとなる第１体育室は、あらゆるスポーツを行うのに必要な機能を備えていま

す。4,500 人近くを収容でき、スポーツ競技や国際試合だけでなく、各種イベントにも対応でき

ます。 

サブアリーナである第２体育室は、東地区の地域

体育館として、また、武道場は柔道・剣道を中心

に利用されています。 

 

開所：昭和６２年９月 

住所：増林２－３３ 

建築面積：8730.57 ㎡ 

※第１体育室：2,560 ㎡（観客席 4472 席） 

※第２体育室：1,094.45 ㎡ 

※武道場：1,155.75 ㎡ 

 

 

 

越谷市日本文化伝承の館「こしがや能楽堂」 

こしがや能楽堂は、日本建築の粋を集めた建物で、隣接する日本庭園「花田苑」

と調和した姿は日本文化の美と心が象徴され、人々の心を癒してくれます。 

本施設は、能楽はもとより邦楽・日本舞踊・詩吟・茶道・華道等の伝統芸術の

拠点施設として、また地域コミュニティを促進する場として市民文化の向上に寄 

与していくことを目的とする施

設です。 

 

開所：平成５年５月 

住所：花田６－６－１ 

建築面積：1,186.69 ㎡ 

延床面積：1,099.53 ㎡ 

主な催物：薪能（９月頃） 

能楽の会（１０月頃） 

能楽体験教室 等 

 

 

 花田苑 

日本文化の伝統を備えた重みのある廻遊式池泉庭園です。入口には江戸時代

に名主を務めた宇田家長屋門（復元）があり、園内には美しい池を中心に特色

ある木橋、数寄屋造りの茶室、園内を一望できる築山、趣ある石灯籠などがあ

ります。さらに、園内には約 14,000本の樹木が植えられていて、四季折々の

花や紅葉が楽しめます。 

また、「こしがや能楽堂」が隣

接しており、日本文化の美と風

情を楽しむことができます。 

 

開所：平成３年１０月 

住所：花田６－６－２ 

敷地面積：21,290 ㎡ 

主な催物： 

茶会（月１～２回程度） 

 茶席（月１回程度） 

 

 

 
越谷市場（越谷総合食品地方卸売市場） 

越谷市の流通業務団地内にある市場です。 

市場には、全国から安全で新鮮な青果物が豊富に品ぞろいするほか、青果

物以外で鮮魚などの水産物や関連商品が１ヶ所でそろう便利な市場として、

事業者をはじめ地域住民の皆様のご家庭にも安心・安全な食品を提供してい

ます。 

また、恒例の年末大売り出し

に加え、年に数回のお得なセー

ルイベントなども実施していま

す。 

 

開所：昭和５９年３月 

住所：流通団地３－２－１ 

敷地面積：51,000 ㎡ 

延床面積：10,200 ㎡ 

店舗数：１８店舗 

 

 

 

レイクタウン 

現在の越谷レイクタウン地区を含む一帯は、多くの河川が流れる低湿地帯に

あり、豪雨の際にはたびたび浸水被害を生じ、河川調節池を整備するなどの抜

本的な治水対策が求められていました。 

そこで、新駅を中心とした越谷市の新たな拠点として、河川事業(大相模調

節池)と土地区画整理事業による新市街地整備を一体的に進め、水辺空間と都

市生活空間を融合させた「親水文化創造都市」の形成を目指し、「越谷レイク

タウン特定土地区画整理事業」により整備をされました。 

大相模調節池は面積 39.5ｈａ、最大 5ｍまで水を貯めることができ、このと

きの水量は 120 万㎥、50ｍプール約 800杯分にもなります。一級河川元荒川

に流れ込む大量の雨水の一部を一時的に貯め、浸水被害を及ぼすピークの流量

を押さえ、浸水被害などをやわらげる効果が期待されています。 

 

地区面積：225.6ha 

計画人口：約 22,400 人 

 

H20.3.15 

 JR「越谷レイクタウン駅」開業 

H20.4 まちびらき 

H20.10 

 複合商業施設 

「イオンレイクタウン」開店 

 

 

 

市民球場 

越谷市民球場は、両翼９８ｍ、中堅１２２ｍ、１万人が収容できる野球場です。 

イースタン・リーグ公式戦、全国高等学校野

球選手権埼玉大会等でも使用されています。 

 

開所：平成６年９月 

住所：増林３－１ 

グラウンド面積：13,482.70 ㎡ 

建築面積：2,193.80 ㎡ 

延床面積：5,297.86 ㎡ 

収容人数：内野（椅子席）3,000 人 

     外野（芝生席）7,000 人 

 

 

 

農業技術センター 

都心から２５キロに位置する越谷市の地理的条件を活かして、都市化と自然

環境の調和を図りながら、安定的・効率的・持続的な農業経営の手法について、

２１世紀にふさわしい魅力ある農業の姿を、農業者のみなさんとともに追及す

る施設です。 

近年の農業を取り巻く様々な課題に対して、各種の分析・試験や農業者への

技術・情報発信を行うなど、様々な角度から農業者への支援を行っています。 

また、自然エネルギー活用の取組として、栽培原水としての雨水利用や、太

陽光による発電のほか、ゴミ焼却時に生じた余熱エネルギーを暖房等の熱源と

して活用するなどの取組を行っています。 

 

開所：平成１０年７月 

住所：増森１－６９ 

敷地面積：9,526.81 ㎡ 

建築面積：3,798.20 ㎡ 

※研究棟（３階建て） 

 建築面積：485.35 ㎡ 

※温室 

 床面積：3,185.22 ㎡ 
 

 

武里駅 

せんげん台駅 

大袋駅 

北越谷駅 

越谷駅 

南越谷駅 

新越谷駅 

越谷レイクタウン駅 
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